
平
成

２７
年
度
当
初
予
算

の
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
の
合
計
額
は

１
３
７
億
５
９
７
６
万
円
で

前
年
度
対
比
６
５
３
５
万
円

の
増
額
予
算
（
０
．
５
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
表

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

９３
億
４
千
万

円
で
前
年
度
比
１
億
２
千
万

円
増
（
１
．
３
％
増
）
で
、
小

畠
公
営
住
宅
建
設
・
来
見
小
学

校
大
規
模
改
修
な
ど
投
資
的

経
費
（

２５
％
増
）
が
大
幅
に

伸
び
て
い
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
な
ど
２
億
７
１
０
５
万

円
が
平
成

２６
年
度
か
ら
繰
越

さ
れ
事
業
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。

自
主
財
源
は

１５
億
７
６
１

１
万
円
、
収
入
総
額
の

１６
．

９
％
で
２
．
６
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
繰
入
金
の
減
な
ど
が

要
因
で
す
。

依
存
財
源
の
な
か
で
は
地

方
交
付
税
と
い
う
国
か
ら
頂

く
お
金
が

５１
億
６
千
万
円
で

総
額
の

５５
．
２
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
借
金
の
返
済
額
は

１４
億
６
千
万
円
で
借
入
金
予

定
額
の
１
・
６
倍
の
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成

２７
年
度
末
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
０
０

億
７
７
０
０
万
円
で

２６
年
度

末
よ
り
６
３
０
０
万
円
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

２７
年
度
末
の
地
方
債
（
借
金
）

残
高
の
総
額
は
１
２
７
億
２

千
万
円
と
な
り
３
億
６
千
万

円
の
減
額
と
な
る
予
定
で
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
平成２７年０４月１０日 ＮＯ.３５

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

12億5,380万円

4億0,400万円

18億9,450万円

2億5,100万円

3,940万円

2億5,150万円

5万円

2,840万円

41億2,265万円

2億9,711万円

44億1,976万円

平成２７年度特別会計・病院事業会計当初予算

単位：万円

会　計　名 予算額

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

病 院 事 業 会 計

合　　　計

簡易水道事業特別会計

飲料水供給施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

分収育林事業特別会計

総合開発事業特別会計

特別会計合計

自主財源 ,

15億7,611, 17%

依存財源 ,

77億6,389, 83%

町税 ,

9億4,271, 10%

使用料及び手

数料 , 
1億4,601, 2%

繰 入 金 , 

2億9,626, 3%

繰 越 金 , 1, 0%

その他分担金

等の収入 ,

1億9,112, 2%
地方譲与税 ,

2億2,689, 2% 各種交付金, 

2億3,022, 3%

地方交付税 , 

51億6,000, 55%

国庫支出金 ,

5億2,420, 6%

県支出金,

6億8,828, 7%

町債（借入金） , 

9億3,430, 10%

Ｈ２７年度当初予算 歳入

９３億４，０００万円

な
お
、
平
成

２５
年
度
末
の
町

民
一
人
あ
た
り
の
地
方
債
残

高
は
１
３
２
万
８
千
円
で
県

内
平
均
の

６４
万
１
千
円
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

人
口
の
大
幅
減
が
要
因
で

す
。

平成 27 年度

一般会計当初予算

義務的経費 ,

34億6,918, 37%

投資的経費 ,

12億1,305, 13%

その他 ,

46億5,777, 50%

人件費 , 

15億4,349, 16%

扶助費 , 

5億3,157, 6%

公債費（借金

返済額） , 
13億9,412, 15%

普通建設事業

費, 12億0,965, 
13%

災害復旧費 , 
340, 0%

物件費等 ,

17億4,159, 19%

補助費等 ,

13億8,898, 15%

積立金等 , 

4億6,131, 5%

繰出し金 ,

10億2,589, 11%
予備費 ,

4,000, 0%

Ｈ２７年度当初予算 歳出

９３億４，０００万円



５８０

平
成

２６
年
度
３
月
補
正
の

主
な
も
の
は
、
平
成

２７
年
度

実
施
予
定
の
国
の
経
済
対
策

交
付
金
事
業
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
」
９
６
３
２

万
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
に

３
億
９
千
万
円
な
ど
が
主
な

も
の
で
、
他
は
ほ
と
ん
ど
が
清

算
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

H２７年３月補正額 補正後予算額

2億3374 105億2326

1233 11億7526

-▲2096 3億8680

-▲6742 19億1472

-▲1622 2億0575

4230

2億6796

10

-▲3640 2163

-▲1億2867 40億1452

-▲2842 5億2598

7665 150億6376

-▲1億5709 45億4050

H２６年度
単位：万円（四捨五入）

特別会計＋病院事業会計

特別会計計

一　　般　　会　　計

合　　　計

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

会　計　名

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

平成２６年度当初予算会計別総括表

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
の
概
要

①
消
費
喚
起

＊
各
種
商
品
券
発
行
な
ど

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
９
０
０
万
円

②
地
方
創
生
計
画
の
策
定

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０
０
０
万
円

③
観
光
・
交
流
・
定
住 

 

７
８
９
万
円

④
起
業
・
雇
用
・
就
農 

 

５
１
４
万
円

⑤
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

 

４
５
９
万
円

⑥
少
子
化
・
子
育
て 

 

２
８
３
０
万
円

⑦
６
次
産
業
化
支
援 

 
 

５
８
０
万
円

⑧
教
育
支
援
・
油
木
高
校
・
英
検

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
６
０
万
円

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 ｰ 9228

総務費 3519 16億8856

旧永野南小・神石小解体▲795、新築住宅補助・子育て祝い金▲735、源流の
里維持再生▲1,737、
まち・ひと・しごと創成事業（地方再生先行支援型）6,732、
まち・ひと・しごと創成事業（地域消費喚起・生活支援型）2,900

民生費 -▲1966 18億3892
障害者介護給付・訓練給付事業1,935、臨時福祉・子育て特例給付事業清算
▲497、介護保険会計繰出し▲999、後期高齢者会計繰出し▲911

衛生費 -▲5623 11億5782
医療従事者貸付金▲810、成人健康診断など▲810、病院事業会計補助▲
2,811

農林水産費 -▲1741 8億2614
農村地域総合推進347、数量調整円滑化▲321、県営事業負担金▲400、森
林整備活動支援▲341

商工費 -▲684 1億6749 雇用促進奨励助成▲580

土木費 -▲3404 6億4361 坂瀬川共有地事務▲350、町道時安線▲590、単独町道整備▲2,433

消防費 -▲1420 4億4326 非常備消防▲570、消防設備▲362

教育費 -▲936 6億5116 学校教育諸費▲250、保健体育施設（ｼﾙﾄﾋﾟｱｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）▲474

災害復旧費 -▲81 651 現年発生道路橋りょう▲79

公債費 -▲3068 17億9967 長期債元金償還▲1,272、長期債利子償還▲1,796

諸支出金 3億8779 11億6784 財政調整基金積立39,000

予備費 4000

合　計 2億3374 105億2326

　　　　平成２７年３月一般会計補正予算（Ｈ２６年度３月分）



Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、

安
倍
内
閣
は
平
成

２５
年
２

月
、
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
交
渉
は
難

航
し
て
お
り
ま
す
。

甘
利
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当
相
は
、
早

期
交
渉
妥
結
に
意
欲
を
示
し

て
い
ま
す
し
、
安
倍
総
理
も
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
政
権
の
経
済
政
策
の

目
玉
と
す
る
意
向
で
の
交
渉

参
加
表
明
で
あ
っ
た
わ
け
で
、

政
権
の
期
待
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

国
益
確
保
の
名
の
下
で
、
農

林
水
産
物
重
要
５
品
目
の
聖

域
の
確
保
が
出
来
る
の
か
、
非

常
に
不
安
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
再
度
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
交
渉
に
つ
き
「
聖
域
の
確
保

に
つ
い
て
」
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

提
案
者

木
野
山
孝
志

賛
成
者

片
山
元
八
郎

おもなもの

◎教育委員会「生涯学習課」が本所教育委員会内に移転（シルトピアカレッジから）

◎油木高校 大学進学希望者対象の「公営塾」開設

◎集団検診における基本健診費用の無償化、子ども医療費支給を１８歳まで拡大、男女不妊医療費助成

◎生ごみ処理機設置に補助、地域自らの除雪作業への助成

◎生活公共交通 ふれあい号と路線バスの乗り継ぎに無償乗車券の発行（料金の上限を３００円に）

        利便性の更なる向上→ふれあい号の運行改正など

◎消防デジタル無線の整備、常備消防の高規格救急車（安田）・消防ポンプ自動車（小塚）の更新

◎その他

     ○小畠住宅建替え          ○来見小学校校舎改善

     ○来見堆肥センター（屋根改修など） ○簡易水道施設整備（油木市場、安田上）

     ○星の里いせき集会所新築      ○新規町道整備（油木豊松線）

     ○公共施設総合管理基金新規積立

我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
所
得
の
減
少
、

担
い
手
不
足
の
深
刻
化
や
高
齢
化
と
い
っ

た
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
本
町
の
属
す

る
中
山
間
地
域
で
は
そ
の
傾
向
は
顕
著
で

あ
る
。
耕
作
放
棄
地
は
増
加
し
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
。

農
山
村
農
地
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の

貯
留
・
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
、
な
ど
多
面
的

な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
「
コ
メ
」
の
国
内

生
産
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
こ
の
機
能
を
充

分
に
生
か
し
日
本
の
自
然
を
守
り
農
山
村

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
食
の
確
保
、
安

心
・
安
全
に
直
結
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
結
果
に
よ
っ
て
は
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
農
産
業
基
盤
の
消
滅

に
よ
り
地
域
が
消
え
る
の
で
は
な
い
か
危

惧
さ
れ
る
。

情
報
開
示
協
定
に
よ
り
充
分
な
情
報
の
な

い
ま
ま
、
包
括
的
に
合
意
が
成
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
非
常
に
不
安
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
あ
っ
て
は
、
交
渉
の

状
況
等
に
つ
い
て
、
国
民
に
対
し
十
分
な
情

報
提
供
と
明
確
な
説
明
を
行
い
、
「
交
渉
参

加
に
当
っ
て
は
、
農
林
水
産
分
野
の
聖
域
を

確
保
す
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
」
方
針
を
堅

持
し
、
農
産
品
重
要
５
分
野
の
関
税
撤
廃
の

除
外
を
、
強
く
要
望
す
る
。



事
項
別
予
算
質
問

「
総
務
課
」

木
野
山

行
政
防
災
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
、
町
内

カ
バ
ー
率
は
。

総
務
課
長

世
帯
カ
バ
ー
率

79
％
、
面
積

77
．
８
％
で
ア

ナ
ロ
グ
波
の
場
合
よ
り

１０
％

程
度
高
く
な
り
ま
す
。

木
野
山

デ
ジ
タ
ル
化
を
契

機
に
町
全
体
の
防
災
訓
練
を

行
っ
た
ら
ど
う
か
。
ま
ず
は
年

内
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

べ
き
だ
。
予
算
化
を
。

総
務
課
長

平
成

28
年
度
か

ら
運
用
開
始
と
な
る
が
、
訓
練

費
は
計
上
し
て
い
な
い
。
全
体

訓
練
は
前
向
き
に
検
討
す
る
。

木
野
山

公
共
施
設
総
合
管

理
基
金
積
立
経
費
に
お
い
て
、

過
疎
債
の
活
用
で
造
成
し
た

基
金
の
活
用
範
囲
の
制
限
は
。

総
務
課
長

規
模
に
関
わ
り

な
く
、
原
状
復
帰
と
な
る
修
繕

及
び
解
体
に
活
用
す
る
。
小
規

模
の
も
の
は
単
独
町
費
で
対

応
す
る
。
改
修
は
ダ
メ
で
す
。

木
野
山

公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
の
策
定
方
法
は
。

総
務
課
長

ま
ち
ひ
と
し
ご

と
事
業
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
長
期
計
画
で
お
こ

な
う
。
公
共
施
設
全
体
を
網

羅
す
る
修
理
・
改
修
計
画
を

策
定
す
る
。
具
体
の
計
画
は

そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
計
画
で
策

定
す
る
。
経
費
の
１
／
２
が
特

別
交
付
税
で
付
加
さ
れ
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

木
野
山

協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
で
行
う
業
務
は
役
場
と
住

民
で
ど
う
分
担
す
る
の
か
。
ど

ち
ら
が
主
体
と
な
る
の
か
。
住

民
の
や
り
た
い
業
務
が
先
だ

と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

役
場
で

し
か
で
き
な
い
業
務
も
有
り
、

い
ま
個
別
に
整
理
し
て
い
る
。

地
域
で
や
り
た
い
業
務
は
積

極
的
に
受
け
て
行
き
た
い
。

木
野
山

自
治
振
興
会
活
動

経
費
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
対
す
る
応
援
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

自
治
振

興
会
の
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
て
の

情
報
発
信
を
充
実
し
て
行
き

た
い
。
要
望
が
有
れ
ば
専
門
家

に
よ
る
指
導
も
検
討
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
係
長

町
の
Ｈ

Ｐ
に
自
治
振
興
会
の
Ｈ
Ｐ
を

リ
ン
ク
さ
せ
発
信
し
て
い
る
。

現
在
、
小
野
・
新
坂
・
牧
・
上

豊
松
・
井
関
大
矢
・
有
木
の
自

治
振
興
会
が
Ｈ
Ｐ
発
信
を
行

っ
て
い
る
。

木
野
山

Ｈ
Ｐ
の
作
成
・
内

容
・
管
理
運
営
の
指
導
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
だ
。

「
病
院
事
業
会
計
」

木
野
山

政
策
医
療
交
付
金

１
億
３
千
９
百
万
円
の
積
算

根
拠
と
職
員
確
保
対
策
交
付

金
３
百
万
円
の
投
資
効
果
は
。

保
健
課
長

政
策
医
療
交
付

金
は
昨
年
度
当
初
予
算
１
億

２
千
万
円
に
消
費
税
増
に
対

応
し
た

12
月
補
正
分
１
千
９

百
万
円
を
加
算
し
た
額
。
職
員

確
保
対
策
交
付
金
は
医
師
５

名
に
月
５
万
円
を
交
付
。
医
師

と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
て
頂
く
も
の
で
投
資

効
果
は
高
い
。

木
野
山

額
の
根
拠
と
医
師

確
保
対
策
も
現
状
に
は
変
化

が
無
い
が
。

副
町
長

以
前
は
普
通
交
付

税
相
当
額
を
当
初
予
算
に
計

上
し
決
算
見
込
み
で
出
と
入

を
補
正
し
て
い
た
が
、
補
正
額

が
多
く
不
透
明
な
の
で
平
成

25
年
度
よ
り
定
額
方
式
と
し

た
。
今
ま
で
の
最
高
額
が
１
億

２
千
万
円
強
だ
っ
た
の
で
病

院
側
の
損
益
に
関
係
な
く
定

額
と
し
た
。
病
院
側
の
収
入
は

医
療
制
度
変
更
や
患
者
数
の

変
化
で
不
安
定
な
こ
と
と
本

年
は
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
よ

る
経
費
の
増
を
見
込
み
１
億

３
千
９
百
万
円
と
し
た
。

職
員
確
保
に
つ
い
て
は
町

立
病
院
の
待
遇
が
他
と
比
べ

て
良
い
と
な
れ
ば
効
果
は
あ

る
と
思
う
。

「
学
校
教
育
課
」

木
野
山

今
年
度
入
試
で
地

元
優
先
で
他
市
町
の
生
徒
は

油
木
高
校
に
入
学
し
た
く
て

も
入
れ
な
い
と
い
う
噂
を
聞

い
た
が
実
態
は
。

教
育
長

選
抜
１
は
地
元
連

携
中
高
一
貫
型
校
と
な
っ
て

お
り
こ
の
事
か
と
思
う
。

木
野
山

油
木
高
校
は
有
名

に
な
っ
て
い
る
。
連
携
に
よ
る

地
元
優
先
は
重
要
だ
が
他
市
町

か
ら
の
受
け
入
れ
体
制
も
含

め
、
油
木
高
校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
よ
う
対
策
を
講
じ

て
欲
し
い
。

「
生
涯
学
習
課
」

木
野
山

「
三
和
野
球
場
」
は

本
町
の
唯
一
の
野
球
場
と
し
て

の
施
設
で
あ
り
利
用
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。
長
期
的
な
整
備
計

画
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

地
元
や
利
用

者
の
需
要
に
応
じ
て
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
平
成

27
年
度
は

老
朽
化
し
た
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

を
更
新
す
る
。

木
野
山

芝
生
化
や
ト
イ
レ

の
改
修
な
ど
年
々
整
備
は
さ

れ
て
い
る
が
近
年
は
硬
球
で

の
使
用
も
増
え
て
き
た
。
指
定

管
理
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
駐

車
場
や
観
客
席
、
ト
イ
レ
、
硬

球
対
応
球
場
な
ど
、
町
の
野
球

場
と
し
て
全
面
に
亘
っ
て
整

備
を
計
画
し
た
ら
ど
う
か
。

長
期
的
に
整
備
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長

教
育
委
員
会
と
協
議

は
し
て
い
な
い
が
私
個
人
と

し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
整
備
の

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

木
野
山

教
育
委
員
会
か
ら

整
備
計
画
を
上
げ
執
行
部
と

協
議
し
て
欲
し
い
。

H23.11.28 少年野球教室

於）三和野球場


